
（別紙３）

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） 12 （回答者数）
12

～ 2025年　1月　20日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援に関わる職員も含め、事業所内での活動について児童達

が自己選択・自己決定出来る環境を作る事で、これからも子

供達が安心感や楽しみを感じられる場づくりにとィR組んで

まいります。

2

子供同士の関わりの中で、主体性を発揮できる様な支援して

いく。

3

平日でも外出できる様なプログラムを検討している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

運動療育を使用する事で、スペースの狭さを感じる事なく楽

しく活動が出来る。

2

保護者様ニーズを把握し日程や内容を検討、保護者会を年1回

開催していく。

3

子供達が安心感を持って、楽しみを感じながら通所出来る環境

づくり

職員全員がご利用の児童達全員の特性を理解し、すべての児童

の支援に関わる事が出来る様に取り組んでおります。

多彩なプログラム

季節に合わせた行事やイベント、外出行事の提供などを年間行

事に取り入れて実施している。

個別・集団・小集団での活動

個別活動(療育）や集団での活動を通して、多様な体験ができ

る様に支援をしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

運動スペースが狭い

曜日によって異なるが、狭いと感じる事もある。特に思春期に

おいては、運動を取り入れた集団でのゲームは、狭さを感じ

る。

地域との交流や保護者や兄弟交流の機会が乏しい 学校行事などのスケジュールが違う為交流会や日程中世が難し

い。学校終了後からの利用の為利用時間が短い。

2025年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　いろは

○保護者評価実施期間
2025年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


